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り
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
作
品
の
調
査
に
は
様
々
な
科
学
的
手
法
が
用いられている。紫外線や赤外線、Ｘ線などの不可視光線
を利用した方法は光学的方法と呼ばれ、他に試料を採取し
て成分分析を行う機器分析的方法がある。欧米においては
一九二○年以降、美術品の研究に光学的方法が本格的に実
施されるようになるが、日本において美術品の調査に光学
的
方
法
が
用
い
ら
れ
た
早
い
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
年
法
隆
寺
壁
画の原寸大写真撮影に赤外線写真が使用されたことが知ら
れ斑・以下、光学的方法と機器分析的方法に分けて述べて
みたい。
光
学
的
方
法
光学的方法とは可視光線、紫外線、赤外線、Ｘ線といっ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
波
長
の
異
な
る
光
線
を
利
用
し
て
、
作
品
の
表
面
あ
る
い
は
内
部
の
状
態
を
光
学
機
器
（
可
視
光
線
で
あ
れ
ば
肉
眼
で
も
可）により観察する方法である。油画の調査においては、
こ
れ
ら
の
波
長
の
異
な
る
光
線
を
用
い
て
得
ら
れ
る
情
報
は
先
に
述
べ
た
油
画
の
重
層
構
造
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
（
下
図
参
昭ＵｏＨ、
側
光
線
調
査
画
面
の
ほ
ぼ
真
横
か
ら
一
方
向
の
み
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
絵画研究における科学的手依（中右）
電磁波の種類図３
波長短波長
nｍ＝１０~９ｍ）
図４油画の各層における電磁波の種類別調査方法
紫外線可視光線赤外線エミシオグラフイ
ンクセク シスロ
「‐‐‐‐‐、アー‐‐‐‐ソ
ワニス層
絵具層
下素描
地塗り層
絶縁層
支持体
四
七
Ｘ線
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表
面
の
微
か
な
凸
凹
が
強
調
さ
れ
、
絵
具
層
の
亀
裂
や
淳
上
り
、
支
持
体
の
変
形
と
い
っ
た
状
態
が
観
察
で
き
る
ほ
か
、
画
家
の
残
し
た
筆
触
や
盛
り
上
げ
な
ど
の
技
法
上
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
画
面
上
と
は
無
関
係
な
筆
跡
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
下
層
に
別
な
絵
が
発
見
さ
れ
た
り
、
部
分
的
な
描
き
直
し
が
明
ら
か
に
な
る
こ
とがある。
ロ
、
紫
外
線
蛍
光
調
査
可
視
光
線
よ
り
も
短
い
波
長
を
持
つ
紫
外
線
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
比
較
的
大
き
く
、
物
に
わ
ず
か
で
も
当
た
る
と
反
射
す
る
た
め
、
油
画
においてはごく表面の状態だけが観察でき鼬・紫外線が物
に
当
た
る
と
、
そ
こ
か
ら
一
一
次
放
射
で
あ
る
蛍
光
色
（
可
視
光
線
）
が
発
し
、
特
に
油
脂
や
樹
脂
の
類
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
蛍
光
を
発
す
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
利
用
し
て
表
層
の
ワ
ニ
ス
の
状
態
を
観
察
し
た
り
、
蛍
光
の
強
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
具
に
比
べ
暗
く
見
え
る
後
世
の
加
筆
部
分
を
見
分
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
、
赤
外
線
調
査
可
視
光
線
よ
り
も
長
い
波
長
を
持
つ
赤
外
線
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小
さ
く
透
過
は
し
に
く
い
が
、
可
視
光
線
よ
り
も
や
や
深
く
ま
で
入
り
込
む
の
で
、
表
層
の
下
に
あ
る
も
の
の
映
像
を
捕
え
る
こ
と
が
で
き血・赤外線を使った映像の捕え方には写真による方法と
ビ
ジ
コ
ン
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
テ
レ
ビ
で
画
面
に
映
し
出
す
方
法
の
一
一
法
政
史
学
第
五
’
二
号
通
り
が
あ
る
。
黒
色
や
黒
色
の
混
ざ
っ
た
色
は
赤
外
線
の
吸
収
が
大
き
い
た
め
白
色
そ
の
他
の
色
に
比
べ
て
黒
く
画
像
に
表
れ
る
。
こ
の
た
め
木
炭
な
ど
を
使
っ
て
描
か
れ
た
下
層
の
下
素
描
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
画
家
の
制
作
行
程
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る場合がある。
四
、
Ｘ
線
調
査
Ｘ
線
は
紫
外
線
よ
り
も
さ
ら
に
短
い
波
長
帯
に
属
し
て
い
る
た
め、エネルギーが大きく物に対して強い透過力を凝如・Ｘ
線
を
利
用
し
た
調
査
方
法
に
は
Ｘ
線
の
透
過
力
を
利
用
し
た
Ｘ
線
透
過
撮
影
と
、
Ｘ
線
を
照
射
し
た
と
き
に
顔
料
か
ら
放
出
さ
れ
る
二
次
電
子
を
利
用
し
て
絵
具
層
の
画
像
を
撮
影
す
る
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
とが私矼・Ｘ線透過撮影ではＸ線が不透過な部分は白く、
反
対
に
Ｘ
線
の
透
過
量
が
多
け
れ
ば
黒
く
撮
影
さ
れ
る
。
こ
の
Ｘ
線
の
透
過
力
は
物
質
中
の
原
子
量
の
大
き
さ
に
左
右
さ
れ
る
。
原
子
量
の
大
き
な
重
金
属
は
Ｘ
線
を
吸
収
し
透
過
さ
せ
に
く
い
。
同
じ
原
子
量
の
物
質
で
あ
れ
ば
厚
い
ほ
ど
透
過
し
に
く
い
。
油
画
に
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
白
色
顔
料
で
あ
る
鉛
白
は
、
極
め
て
原
子
量
が
大
き
く
Ｘ
線
透
過
撮
影
で
は
顕
著
に
白
く
現
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
的
油
画
技
法
に
お
い
て
は
明
部
の
比
率
と
鉛
白
の
使
用
量
が
比
例
し
て
お
り
、
画
家
の
手
法
を
知
る
上
で
も
重
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。
Ｘ
線
透
過
撮
影
で
は
下
層
か
ら
上
層
に
か
け
て
の
層
を
透
過
す
四
八
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る
た
め
、
支
持
体
の
構
造
や
地
塗
り
層
の
状
態
を
も
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
地
塗
り
層
が
鉛
白
を
用
い
て
厚
く
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
絵
具
層
の
状
態
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
画
面
側
か
ら
Ｘ
線
を
照
射
す
る
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
は
Ｘ
線
透
過
撮
影
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
比
較
的
軽
元
素
の
絵
具
の
塗
り
重
ね
も観察することがで錘、使用された顔料の推定にも役立
（Ⅲ。機
器
分
析
的
方
法
機
器
分
析
的
方
法
は
調
査
対
象
か
ら
ご
く
微
量
の
試
料
を
採
取
し
、
化
学
的
、
物
理
的
方
法
を
用
い
て
、
主
に
そ
の
材
質
を
特
定
す
る
調
査
方
法
で
あ
る
。
Ｈ
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
は
調
査
対
象
か
ら
○
・
五
～
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
試
料
を
採
取
し
、
厚
さ
方
向
の
断
面
を
研
磨
し
て
そ
の
重
層
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
資
料
で
あ
る
。
油
画
の
重
層
構
造
を
考
え
る
と
き
、
光
学
調
査
で
は
各
層
に
お
け
る
面
的
な
調
査
が
主
と
な
る
が
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
全
体
の
層
を
断
面
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
持
体
、
地
塗
り
層
、
絵
具
層
、
ワ
ニ
ス
層
と
い
っ
た
描
き
方
の
手
順
が
明
ら
か
と
な
り
、
画
家
の
技
法
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
、
絵
伽
研
究
に
お
け
る
科
学
的
乎
法
（
巾
右
）
口
、
Ｘ
線
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
１
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
電
子
線
を
物
体
に
照
射
す
る
と
物
体
を
構
成
し
て
い
る
各
元
素
に
特
有
な
波
長
の
二
次
Ｘ
線
が
発
生
す
る
。
こ
の
一
一
次
Ｘ
線
（
特
性
Ｘ
線
）
を
分
析
し
て
そ
の
物
質
を
構
成
し
て
い
る
元
素
を
検
出
す
る
も
の
が
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
で
あ
る
。
地
塗
り
層
や
絵
具
層
に
含
ま
れ
る
顔
料
の
分
析
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
こ
の
方
法
で
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
層
構
造
中
の
元
素
ご
と
の
分
布
状
況
を
知
る
ことができる。
日
、
微
小
部
Ｘ
線
回
折
法
Ｘ
線
が
結
晶
性
の
物
質
に
照
射
さ
れ
る
と
結
晶
格
子
面
で
反
射
し
散
乱
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
散
乱
し
た
Ｘ
線
が
干
渉
し
あ
っ
て
特
有
の
回
折
線
が
観
測
さ
れ
、
そ
れ
は
物
質
の
結
晶
構
造
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
方
法
で
は
試
料
を
化
合
物
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
分
析
と
合
わ
せ
て
顔
料
な
ど
の
分
析
に
役
立
てられる。
最
後
に
こ
れ
ら
の
調
査
方
法
に
よ
る
具
体
的
な
例
を
最
近
の
研
究
成
果
か
ら
見
て
み
た
い
。
Ｈ
、
明
治
初
期
に
描
か
れ
た
油
画
の
地
塗
り
に
つ
い
て
明
治
初
期
に
描
か
れ
た
油
画
の
地
塗
り
層
に
つ
い
て
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
及
四
調
査
の
具
体
例
四九
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び
Ｘ
線
回
折
に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
成
分
と
構
造
と
に
よ
り
五
種
類
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
鉛
白
が
主
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
従
の
配
合
比
で
数
層
か
ら
な
る
も
の
や
鉛
白
の
み
の
単
層
か
ら
な
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
作
品
の
制
作
地
と
前
述
の
組
成
の
関
連
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
地
塗
り
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
当
時
日
本
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
製
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
普
及
し
て
い
た
可
能
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
イ
ギ
リ
ス
・
日
本
型
の
地
塗
り
層
に
は
、
日
本
で
は
産
出
さ
れ
な
い
白
亜
紀
に
堆
積
し
た
化
石
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
絵
画
材
料
の
輸
入
を
裏
付
け
て
い魂・口、
高
橋
由
一
作
「
司
馬
江
漢
像
」
に
つ
い
て
日
本
に
お
け
る
油
画
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら
れ
る
高
橋
由
一
つ
八
二
八
’
一
八
九
四
）
の
描
い
た
「
司
馬
江
漢
像
」
（
写
真
①
）
に
ついて光学調査を行った結果いくつかの事実が判明し切・
こ
の
作
品
は
明
治
一
一
十
六
年
の
洋
画
沿
革
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、
大
垣
の
江
間
家
に
あ
っ
た
江
漢
晩
年
の
自
像
（
水
墨
）
を
由
一
が油絵具で模写したものとされてい釦（現在東京芸術大学
所
蔵
）
。
江
間
家
の
江
漢
自
像
は
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
る
が
、
明治二十年に由一が同図を墨を用いて模写をした一町（写真
②
）
を
見
る
と
赤
外
線
テ
レ
ビ
画
像
（
写
真
③
）
に
見
え
る
下
素
描
法政史稚狛八‐トー：‐ノ ー
〃
との間に相似性が認められる。また、Ｘ線写真（写真④）
に
頭
部
の
形
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
像
に
は
な
い
頭
巾
も
制
作
途
中
で
描
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
赤
外
線
テ
レ
ビ
画
像
及
び
Ｘ
線
写
真
共
に
も
う
一
人
の
人
物
像
を
映
し
出
し
て
お
り
、
こ
の
絵
が
別
の
人
物
像
の
上
に
描
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
下
層
に
存
在
す
る
絵
を
映
像
と
し
て
捕
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
美
術
史
上
の
研
究
に
お
い
て
も
新
た
な
資
料
の
提
示
と
し
て
興
味
深
い
。
臼、「長崎奉行所旧蔵キリシタン遺物三聖人像」について
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
の
作
品
（
写
真
⑤
）
は
作
者
、
制
作
年
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
に
現
存
す
る
油
画
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
時
代
の
も
の
と考えられ率この作品には模写が一点あり、昭和六一～
六一一一年にかけて原画、模写ともに修復及び調査が行われ、
原画と模写との間に多くの技術的相違が判明し趣・原画の
Ｘ
線
写
真
（
写
真
⑥
）
と
模
写
の
同
じ
部
分
（
写
真
⑦
）
を
比
較
す
る
と
、
原
画
で
は
明
部
に
鉛
白
を
多
く
使
用
し
て
立
体
感
を
表
し
て
い
る
が
、
模
写
で
は
全
体
に
均
一
に
塗
ら
れ
て
お
り
平
板
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
で
こ
の
人
物
の
肌
色
を
観
察
す
る
と
、
原
画
（
写
真
⑧
）
で
は
画
面
全
体
に
白
色
の
地
塗
り
層
の
上
に
濃
青
の
有
色
地
が
あ
り
、
そ
の
上
に
何
層
か
絵
具
が
重
ね
ら
れ
て
複
雑
な
重
層
Ⅲ
○
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絵
画
研
究
に
お
け
る
科
学
的
手
法
（
中
石
）
写真②高橋由一模写「江漢翁自像」
井上和雄編『浮世絵師伝』（国立国会図
書館蔵）より
写真①高橋由一「司馬江漢像」
（東京芸術大学所蔵）
舌
写真③赤外線テレビ画像写真④Ｘ線写真
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法
政
史
学
第
五
ト
ー
号
写真⑤「三聖人像」（原画）
（東京国立博物館保管）
写真⑥「三聖人像」（原画）
向かって右端の人物の顔のＸ線写真
写真⑧「三聖人像」（原画）向かって右端の
人物／左指先部分の肌色のクロスセクション
（50匹、／10目）
鰯
間辮轤識
,繊鍾藤＄照
写真⑨「三聖人像」（模写）向かって右端の
人物／左指先部分の肌色のクロスセクション
（501ｍ／15月）
写真⑦「三聖人像」（模写）
向かって右端の人物の顔のＸ線写真
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以
上
、
油
画
の
様
々
な
科
学
的
調
査
方
法
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
画
家
が
使
用
し
た
絵
具
の
耐
久
性
な
ど
、
実
際
の
修
復
作
業
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
事
実
も
多
い
。
日
本
の
初
期
の
油
絵
画
家
が
西
洋
の
手
本
通
り
の
描
き
進
め
方
で
制
作
し
た
作
品
は
マ
チ
エ
ー
ル
も
美
し
く
堅
牢
な
絵
肌
を
保
っ
て
い
る
が
、
黒
田
清
輝
以
降
の
制
約
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
絵
画
表
現
の
中
で
制
作
さ
れ
た
作
品
に
は
耐
久
性
の
劣
る
も
の
が
多
い
こ
と
が指摘されてい率
修
復
家
、
科
学
技
術
者
、
美
学
・
美
術
史
研
究
家
の
共
同
研
究
は
徐
々
に
そ
の
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
よ
り
活
発
な
交
流
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
構
造
と
な
っ
て
い
る
が
、
模
写
（
写
真
⑨
）
で
は
有
色
地
は
見
ら
れ
ず
、
白
色
の
地
塗
り
層
の
上
に
直
接
や
や
白
っ
ぽ
い
層
と
赤
昧
を
帯
びた層があるのみであ範・原画の方は明らかに西洋の油画
の
技
法
に
精
通
し
た
画
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
模
写
の
方
は
絵
の
表
面
的
な
部
分
の
み
を
と
ら
え
て
模
写
し
た
日
本
人
の
手
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
註（
１
）
佐
藤
一
郎
「
絵
画
作
品
に
対
す
る
自
然
科
学
的
調
査
研
究
の
方
絵
画
研
究
に
お
け
る
科
学
的
手
法
（
中
右
）
法
」
（
『
明
治
前
期
油
画
基
礎
資
料
集
成
東
京
芸
術
大
学
収
蔵
作
品
研
究
編
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
’
九
九
一
年
）
一
六
七
～
一
六
九
頁。
（
２
）
田
中
一
松
他
『
光
学
的
方
法
に
よ
る
古
美
術
品
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
四
年
）
｜
～
’
六
頁
。
（
３
）
森
田
恒
之
「
絵
画
を
中
心
と
し
た
美
術
品
の
光
学
的
調
査
の
方
法
ｌ
と
く
に
不
可
視
放
射
の
応
用
」
Ｓ
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所
報
告
』
Ｖ
０
１
．
４
学
校
法
人
高
澤
学
園
、
一
九
八
五
年
）
四
五
～
五一頁。
（４）註（３）に同じ。
（５）註（３）に同じ。
（
６
）
三
浦
定
俊
・
神
庭
信
幸
「
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
絵
馬
の
調
査
」
（
『
保
存
科
学
』
二
六
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
七
年）’’’一｜～三○頁。
（
７
）
三
浦
定
俊
「
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
の
黒
田
清
輝
画
油
絵
調
査
へ
の
応
用
」
（
『
古
文
化
財
の
科
学
』
三
○
号
、
文
化
財
保
存
修
復
学
会
、
一
九八五年）一二～一一七頁。
（８）註（６）に同じ。
（
９
）
神
庭
信
幸
「
初
期
洋
画
の
技
術
的
変
遷
Ⅲ
ｌ
明
治
初
期
油
彩
画
の
下
地
組
成
ｌ
」
ｓ
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
集
、
国
立歴史民俗博物館、一九八九年）三五七～一一一九一頁。
神
庭
信
幸
・
佐
藤
時
幸
「
初
期
洋
画
の
技
術
的
変
遷
②
ｌ
明
治
初
期
油
彩
画
の
下
地
組
成
と
石
灰
石
ナ
ン
ノ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ー
」
（
『
国
立
歴
史民俗博物館研究報告』第一一一八集、’九九二年）九一一一～’○
五
＝￣
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（ｕ）註（旧）に同じ。
（
旧
）
宮
田
順
一
「
長
崎
奉
行
所
旧
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
三
聖
人
図
『
原
二頁。
神
庭
信
幸
「
初
期
洋
画
の
技
術
的
変
遷
㈹
’
’
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
カ
ン
バ
ス
製
造
会
社
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
四○集、一九九二年）’二一～’一一一五頁。
（
皿
）
『
明
治
前
期
油
画
基
礎
資
料
集
成
東
京
芸
術
大
学
収
蔵
作
品
研
究
編
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
’
九
九
一
年
）
二
五
頁
、
五
八
～
五九頁。
（
、
）
青
木
茂
「
高
橋
由
一
「
司
馬
江
漢
像
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
美
学
美
術
史
学
科
報
』
十
六
号
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
術
史
学
科
、
’
九
八
八
年
）
｜
～
十
三
頁
。
（
皿
）
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
伝
』
（
渡
避
版
薑
店
、
一
九
三
一
年
）
六
十
八
頁
、
「
司
馬
江
漢
」
の
項
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
。
「
江
漢
か
年
か
よ
っ
た
で
死
ぬ
る
な
り
浮
世
に
の
こ
す
浮
世
一
枚
」
「
阿
蘭
陀
画
法
を
以
て
山
水
遠
近
の
風
景
を
写
せ
は
真
に
浮
み
出
た
る
か
如
し
俗
是
を
う
き
ゑ
と
云
ふ
」
と
の
賛
が
写
さ
れ
て
お
り
「
此
司
馬
峻
江
漢
翁
自
像
ハ
濃
州
大
垣
医
家
江
馬
活
堂
氏
所
有
也
明
治
二
十
年
秋
八
月
上
瀞
臨
墓
以
供
於
二
世
玄
々
堂
老
台
之
筧
天
絵
楼
主
人
」
と
あ
る
（
青
木
茂
氏
前
掲論文による）。
（
旧
）
歌
田
眞
介
・
渡
辺
一
郎
「
長
崎
奉
行
所
旧
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
三
聖
人
図
『
原
画
』
『
模
写
』
修
理
報
告
」
白
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所
報
告
』
Ｖ
０
１
．
８
学
校
法
人
高
澤
学
園
、
一
九
九
二
年
）
四
法
政
史
強
筋
バ
ー
ー
ュ
リ
所報告』｜
～’四頁。
参
考
文
献
・
宮
田
順
一
「
工
学
機
器
を
使
用
し
た
絵
画
材
料
の
調
査
」
（
『
明
治
前
期
油
画
基
礎
資
料
集
成
東
京
芸
術
大
学
収
蔵
作
品
研
究
編
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
’
九
九
一
年
）
。
・
加
藤
誠
軌
「
Ｘ
線
で
何
が
わ
か
る
か
」
内
田
老
鶴
圃
、
’
九
九
一
年
。
画
』
『
模
写
』
の
絵
画
試
料
調
査
報
告
」
負
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所
報
告
』
Ｖ
０
１
．
８
学
校
法
人
高
澤
学
園
、
一
九
九
二
年
）
’
五～二○頁。
（
旧
）
『
明
治
前
期
油
画
基
礎
資
料
集
成
東
京
芸
術
大
学
収
蔵
作
品
研
究
編
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
’
九
九
一
年
）
二
七
頁
。
写
真
提
供
／
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
・
同
保
存
修
復
油
画
研
究
室
・
東
京
国
立
博
物
館
・
国
立
国
会
図
書
館
。
（
付
記
）
昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
法
政
大
学
教
授
中
野
栄
夫
先
生
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
東
京
芸
術
大
学
教
授
歌
田
眞
介
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
東
京
国
立
博
物
館
彫
刻
室
、
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所
の
御
好
意
に
よ
り
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
法
政
大
学
助
教
授
澤
登
寛
聡
先
生
に
は
連
絡
面
で
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 万四
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